
    ＜九条の会アピール＞ 

 ９条改憲 NO！の巨大な世論の輪を－自民党総裁選・臨時国会を前にして－ 

 

 秋の臨時国会を前に、安倍改憲の策動は新たな局面を迎えています。９月２

０日の総裁選に立候補を表明した安倍晋三首相は、地元下関で 8月 12日、「自

民党として次の国会で提出できるよう（改憲案の）取りまとめを加速する」と

述べました。続けて、麻生派が総裁選に向けての政策提言で打ち出した「来年

の参議院選挙までの憲法改正国民投票実施」という方針に「基本的に考え方は

全く同じ」と述べて、改憲強行に改めて異常な決意を表明しています。対抗馬

の石破茂元幹事長も、9条 2項削除による改憲を主張し、緊急事態条項導入な

どの改憲に意欲を示しています。 

 9条2項を維持したまま「自衛隊を憲法に明記する」自民党の9条改憲案が、

現在の 9条を根本から破壊して、日本をアメリカと一緒に海外で「戦争する国」

に変えてしまうことを、すでに私たちは繰り返しアピールしてきました。九条

の会も参加して昨年 9月からスタートした「安倍９条改憲 NO！全国市民アク

ション」による 3000万署名運動は、5月 3日時点で 1350万筆に達し、そ

の後も 3000万を目指して草の根に広がっています。 

 こうした広範な改憲反対の世論を前にして、自民党は、今年の党大会では 9

条改憲案を正式に決定できず、通常国会の憲法審査会で改憲案について議論す

ることすらできませんでした。「臨時国会で改憲論議に持ち込み、参院選前に国

民投票」という安倍首相らの言説は、こうした世論に対するあからさまな挑戦

です。 

 今、6月の米朝首脳会談等を通じて、アジアの平和実現に向けて大きく前進

するチャンスがおとずれています。私たちが、真に平和を望むのであれば、憲

法 9条の立場を堅持して、この動きに積極的に参画していくことが求められて

います。それは、沖縄の辺野古新基地、イージスアショア、オスプレイ配備な

ど、日本をアジアにおける戦争の拠点にするたくらみに対して断固として反対

することと深く結びついています。また、核兵器禁止条約の署名とその発効に

背を向ける政府の立場を転換させることも、アジアの平和の実現に重要な一歩

となるでしょう。 

 自民党が新たな総裁の下で臨時国会を改憲策動の新たな盛り上げの場にしよ

うとしている今こそ、臨時国会を改憲論議の場に決してさせない、次期通常国

会で改憲発議を絶対に許さない、そして来年の参議院選挙では改憲派の 3分の

2の議席獲得を許さず安倍内閣を退陣に追い込むという意思を固めましょう。

それが改憲を阻む最大の保障です。そのために、3000万署名運動の達成を目

指して新たな決意で取り組みましょう。 
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